
ついせきこうかん追跡交鎮 追跡交換 と L 、 う 言葉は，新

誌で，東海道線列車電話の通信方式 上開発された ものである。

現在では，こ の技術は東海道新幹線*列車無線に引き継がれて

し、る。列車無線では市基地局が多数線状に即位され， 常時電波

を出 してい るので ， 電波干渉を避ける ため各ぷ地向は使川周波

数を違えて配置 してあるが， 一万，列車は移動無線機を 1'f í'l っ

て走るわけであ る 。

こ のよ うな配置で

地上 と 列車が接続さ

れて通話をする場合，

図のように列車が③

の基地周と通話して
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通ならば通話は，い っ たん切れて ， 再度⑤の訴地局を呼び出 し

て通話をするこ とになる が， これを切断 しないで，接続したま

ま自動的に⑥の基地向 と通話ができる機能を有する。 さらに通

話が継続して①のゾー γを過ぎ，次の統制局ゾーン ま でに追跡、

回線を過 し て j泊訴を継続させる機能をも有す る。 この場合，

追跡交換に必要なこ とは，列車がし 、 ま ど のゾーンと接続されて

いるかを記憶、 していて ， 交換 ゾーンを H\ る場合に，隣接統制1]1可

と 信号のやりとりを行なって ， iúi話を う同させるこ と にな っ て

いる。

追跡交換機は， 基地防のアプローチ回線およ び迫跡I'!I線を垂

直にとり， 通話を lùI定 して ， さらに中継交倹をhなう裂!置 ま で

導 くリンク を水平にとり ， この聞を交換す る も のであ る 。

(遠藤由松)

つうきんであて通勤手当 峨員が地ブJ鉄道 ・ 軌道・ 乗合

自動車等の国有鉄道以外の交通機関を利HI し て通勤する場合ま

たはスクー ター ・ オー トパイ等の原動機付交通用具や 1 '] 転車そ

の他これに準ずる もので通勤する場合に ， 梁車券の購入際fAま

たは消粍品の購入盟主JlI等の一部または全部に充当させるために

支給する手当。

支給条件は，交通機関を利用 して通勤する場合は，住所ま た

は居所から勤務箇所 ま での距離が 2km 以上ある こと を援 し ，

乗合自動車または原動餓付交通丹l具や i'l転車その他これに準ず

る も ので通勤する 場合は，ょ のほか l 利丹l 区間の 距離が 2km

を こえるこ とを要す る 。

支給額は， 交通機関を利用 して通勤する場合は， 一定の限度

額が定められており ，限度額の範開内における乗車券の購入費

用による。原動幅員付交通用具や自転車その他これに準 r るもの

で通勤する場合は， それぞれについて定め る月額に よ る。

通勤手当は，最 も経済的な通常の経路お よび方法に よ る通勤

に要する費用であ り ，したがって通勤経路および交通機関の選

定や乗車券の購入もこ の原則によ り 行なう。すなわち交通機関

の選定は，地方鉄道 ・ 軌道・乗合自動車・特殊船車および船鮒

の順に よ り ，乗車券の購入は定期乗車券 ・ 回数乗車券お よ びこ

れに準ずる も のの 11聞による。ま た等級は， 普通の等級すなわち

通常の場合は 2 等に よ り，定期乗車券は 6 箇月を限度 とする

当該交通機関の発行する最長期間の ものによ る。なお，休職中

の職員や ， 30 日以上号|続き欠勤ま たは出張中の職員の よ う に ，

つ

事実 上通勤を行なわない職員には支給しない。 (今村徳次郎)

つうきんゆそう 通勤輸送 (英) commuter service 住

所 も より 献 と勤務先または通学先もよ り 駅 との聞を通勤，通学

す る 人々を主体 とする輸送。

l 通勤輸送の特色

通勤紛送の特色 と して (1) 大量の旅客が短時間に集中する。

(2) 朝は都心方向へ，夕方は住宅地へ向か う 片輸送である。 (3)

近~g t維輸送であ る。 (4) 定期旅客が大部分である 。 等があ

げられる。 東京付近の国・私鉄の最混雑時 11時間紛送人員の終

日 に対す る比率 (表ー1)は20- 40 % とし、う高い割合を示 してレ る 。

このため， 主要線区では 2-2 分 30 秒時隔， 8-10 両編成とい

う 巌高能率の輸送力をつけてい るが，乗車効率 300 % を こ え る

殺人的な混雑を 示している 線阪もある。また， 昭和 35 年の 国

勢調査によれば，東京都および大阪市における通勤通学者は人

口 の約 3 割に当た る 292 7j人 と 118 万人に達 しているが，この

うち，東京都心 3 1又 (f代田 ・ '1'央・港反)へ通勤通学す る 人々

は 118 万人，大阪都心 4 区 (北 ・ 東・西・南区) へは 60 7j人と

通勤通学者総数η 4 割以上が都心へ向かつて毎日集中してい る

こと になる。

2 交通機関別輸送人民

首都交通掴 (J;I(京駅中心約 50km の範閉) ・ 京阪神交通閤(大阪

駅中心が~ 50km の範凶) における各種交通後関の輸送人員の多

くの部分は，通勤通学輸送に よっ て占められていると考え られ

るが， 交通機関別陥送人民は差是 2 のとおりで，首都交通閣の場

合 l 日 平均 2 ， 428 万人で，その内訳は国鉄 33 % ，私鉄 24 % ，地
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